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第一章では、可視光領域に吸収帯を有する新規アモルファス分子材料 4， 4' ， 4"-tris[5・(出mesitylboryl)thiophen-2-yl] ・
triphenylamine (MB-TTPA) を創出し、その分子特性ならびにガラス形成能を明らかにした。 MB-TTPA を用いた
pn ヘテロ接合型素子を作製し、その素子が可視光領域の広い範囲にわたって分光感度を有することを明らかにした。
第二章では、 tris(S-quinolinolato)aluminum (Alq3) と同程度の電子受容性を有するとともに優れた正孔ブロッキ
ング性能を有する新しいタイプの電子輸送性アモルファス分子材料 1 ， 3-bis[5 ・ (dimesitylboryl)thiophen-2-yl]・








ラー性新規アモルファス分子材料 2-{4・ [bis(4-methylphenyl)amino]phenyl}古・ (dimesitylboryl)thiophene および










(1) 可視光領域に吸収帯を有する新規アモルファス分子材料 4， 4' ，4"-tris[5-(dimesitylboryl)thiophen -2-yl]ｭ
triphenylamine (MB-TTPA) の創出に成功し、その分子特性ならびにガラス形成能を明らかにしている。
MB-TTPA を用いた pn ヘテロ接合型素子を作製し、その素子が可視光領域の広い範囲にわたって分光感度を有
することを明らかにしている。
(2) 優れた正孔プロッキング性能を有する新しいタイプの電子輸送性アモルファス分子材料







(4) 有機 EL 素子用の発光材料として、安定なカチオンラジカルおよびアニオンラジカルを生成するバイポーラー性
アモルファス分子材料の概念を提出し、その概念に基づいて 2-{4-[bis(4-methylphenyl)amino]phenyl} -5 ・
(dimesitylboryl)thiophene および 2・ {4 ・ [bis(9 ， 9-dimethylfluoren-2-yl)amino]phenyl} -5 ・ (dimesitylboryl)­
thiophene の創出に成功している。これらを発光材料として用いることにより、高輝度発光有機 EL 素子の開発
に成功している。
以上のように、本論文は、新規なアモルファス分子材料の創製およびそれらを用いる有機光電変換素子および高性
能有機 EL 素子の開発に関して成果を挙げており、有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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